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416.饗関紙法による全身持久性体力推定の再犠封

一成人女性を対象としてー
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質問紙法による全身持久性推定の妥当性が確認されている

一方で，運動状況に関する質問項日の追加の必要性が指摘

されている.そこで本研究では，既存の質問紙に新たな質

問現円を追加することで推定精疫を高めることを目的とし

た.対象は成人女性158名 (58.7土6.9義)であった.全対

象者のうち 130名を予測式の作成に. 28名を交差妥当性の

検討と先行研究の比較に用いた. ?~IJ定項 u は，身長，体重，

体脂肪率，最大酸京摂取量(以下，実?alJ催)であった.運

動負持テストは Monarkt土裂自転車工ルゴメータ (818E)

を用いておこない，負荷のない状態 (0k p) で2分間の

ウオ}ムアップをした後， 1分、ごeとに0.25kpずつ負持を

おめる多段結負荷漸培法を用い，運動中に Mij山 ardl社製

自動呼気ガス分析務 (OxyconAlpha) を用いて b日 (}th-

by-breath法によ1')酸素密取量，二酸化炭素排出量，換気

室を求めた.質問紙斜査には，問中ら (1995)が報告した

質問紙に ru常生活の活動性」や人心JIili機能の自己許1illiJ

などを1mえた計17問用いた.また，本所究では質問紙溺金

持に実践している運動の種類について筆者らが開き取り調

査した.その結果から，運動種目が単数の者はその種日を，

複数の者は本人の己己中古ーにより最も高頻度で実践してい

る運動捜討を「運動掻FiJ とみなし ACSMの指針より

該当運動韓日のf¥_'1E'1、5を用いてデ}タ熊析を絡した.儒

頼性が路認されかつ地の境おと関係が弱しも12項tiと

体重，運動議13を強立変数，実iJllj値を従属変数として革問

帰分析(ステップワイズ法)を施した.その結果，最大様

京税取量=43.39，0.49 x運動種口 (METs) -0.21X 

体重一0，23X持年齢十1.48X (念広能)J) 十1.09X (心明i

能力)が得られたほご 0.76.P < 0.05，告南度修正済

み 1~2 = 0.56. SEE = 3.90 ml/kg/min). 次に交差妥当笹

を後討したところ，本研究によるチ灘僚と実測値の間にど

= 0.75 (p < 0.05) が得られ，交差妥当性が議認された.

次に本研究による予測値と先行研究による予測値の精度を

比較した.実部穫と各々の予測犠に単i副議分析を施したと

ころ，本研究の予測憶は r= 0.78， SEEど 3.00

ml/kg!ノmin(p ( 0.05)，先行研究による予測値は r::: 0.70， 

SEEニ 3.90ml/k}_;imin (p < 0.05) であった.また，

本訴究の予測備は笑溺値土i標準編第r;l;l'こ9096，土

差内!こ100%当てはまるのに対し，先行所究による予測1i立

は実社!Ij{産土 1標準偏2室内に70% 土2標準{高差内に90%しか

当てはまらず，本研究で求めた予iRiJ1i室の当てはまりが良い

ことを雑誌した. t.:J、とょっ，母子子の質問紙禁に運動実践状

況を加えることで，最大酸素摂取量を務度良く予測できる

質問紙摂が開発された.
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